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秋
の
文
化
財
事
業
の
ご
案
内

わ
が
ま
ち
再
発
見
短

～
下
練
馬
宿
か
ら
田
柄
用
水
を
歩
く
－

当
時
の
面
影
を
残
す
旧
川
越
街
道
の
宿
場
町
か
ら

田
柄
川
縁
道
を
通
り
、
城
北
中
央
公
園
内
に
あ
る
栗

原
遺
跡
を
経
て
、
氷
川
神
社
ま
で
の
約
3
・
5
k
m
の
コ
ー

ス
を
2
班
に
分
か
れ
て
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。

∇
日
時
1
0
月
2
7
日
（
日
）
午
前
9
時
～
1
2
時

（
雨
天
決
行
）

▽
集
合
場
所
北
町
あ
お
ば
公
園
（
北
町
2
丁
目
4
1

番
、
東
武
練
馬
駅
よ
り
徒
歩
2
分
）

∇
参
加
方
法
当
日
現
地
受
付
（
午
前
8
時
4
5
分
～

9
時
1
5
分
）

東本村申庚塔

∇
参
加
費
用
1
人
5

0
円
（
保
険
料
）

▽
講
師
郷
土
史
研
究
家
林
勇
氏

郷
土
史
研
究
家
亀
井
邦
彦
氏

◎
詳
し
く
は
区
報
1
0
月
2
1
日
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

秋
の
文
化
財
講
座

『
北
武
蔵
の
古
墳
と
豪
族
』

北
武
蔵
地
域
（
荒
川
流
域
）
の
古
墳
分
布
を
通
じ

て
、
往
時
の
豪
族
の
存
在
を
知
る
と
共
に
1
古
墳
の
一

出
土
品
か
ら
生
活
文
化
を
学
び
ま
す
。

こ
の
機
会
に
古
墳
へ
の
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
1
1
月
1
2
日
（
火
）
午
後
練
馬
公
民
館
で
講
義

1
1
月
1
3
日
（
水
）
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料

館
・
さ
き
た
ま
古
墳
群
見
学

▽
講
師
埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
資
料
館
学
芸
員
（
講

義
－
若
松
良
一
氏
・
見
学
－
大
和
修
氏
・

石
川
博
行
氏
）

◎
申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
詳
し
く
は
、
区
報

1
0
月
2
1
日
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

第
3
回
文
化
財
ク
イ
ズ
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

．
川
石
神
井
公
園

教
育
委
員
会
で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
区
民
を
対

象
に
、
文
化
財
へ
の
関
心
を
高
め
、
文
化
財
保
護
意

識
の
滴
菱
を
図
る
た
め
「
ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
際
、
公
園
内
の
樹
木
等

自
然
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
自
然
に
溶
け
込
ん
だ
歴

史
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

▽
日
時
平
成
3
年
1
1
月
1
7
日
（
日
）
午
前
1
0

時
～
1
2
時
（
雨
天
決
行
）

▽
集
合
場
所
石
神
井
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
前

（
西
武
池
袋
線
石
神
井
公
園
駅
よ
り

徒
歩
1
0
分
）

∇
参
加
方
法
当
日
現
地
に
て
受
付
（
午
前
9
時
3
0

分
～
1

0
時
）

▽
参
加
費
用
1
人
5
0
円
（
保
険
料
）

∇
会
場
石
神
井
公
園
・
三
宝
寺
池
周
辺
で
約

2
時
間
程
度
の
散
策
コ
ー
ス
を
設
定

し
ま
す
。
（
記
念
品
を
用
意
し
て
い

ま
す
）

∇
対
象
人
員
1
5
0
名
（
5
0
組
）
を
予
定

∇
主
催
練
馬
区
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

▽
協
力
東
京
都
石
神
井
公
園
管
理
所

◎
詳
し
く
は
区
報
1
1
月
1
日
号
を
ご
覧
下
さ
い
。
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三
の
酉
に
は
な
ぜ
火
事
が
多
い
？

－
　
練
馬
大
鳥
神
社
と
酉
の
市
　
－

文
化
財
保
護
推
進
員
　
伊
藤
　
経
一

練
馬
大
鳥
神
社
（
豊
玉
北
5
－
・
空
の
由
緒
書
に

よ
る
と
、
「
江
戸
時
代
の
初
め
正
保
2
年
二
六
四

五
）
、
こ
の
地
中
新
井
村
に
三
羽
の
鶴
が
飛
来
し
ま

し
た
。
そ
の
鶴
を
瑞
祥
と
し
て
い
つ
ま
で
も
厚
く
保

護
し
ま
し
た
。
の
ち
に
鶴
の
霊
を
祀
り
、
和
泉
国
一

宮
大
鳥
神
社
（
堺
市
）
の
祭
神
天
日
鷲
命
の
御
分
神

を
勧
請
し
た
と
い
い
ま
す
。

以
来
近
郷
の
崇
敬
篤
く
、
特
に
1

1
月
酉
の
日
の
祭

礼
は
、
福
徳
円
満
、
開
運
熊
手
を
購
う
群
衆
で
賑
わ

い
ま
す
ゾ
と
あ
る
。

こ
の
酉
の
市
で
最
も
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
台
東

区
千
束
の
鷲
神
社
で
あ
る
。
し
か
し
は
じ
め
は
、
江

戸
近
郊
の
葛
西
花
又
村
（
足
立
区
花
畑
）
の
大
鷲
神

社
で
、
酉
の
日
を
祭
り
と
定
め
、
農
民
た
ち
が
生
き

た
ま
ま
の
鶏
を
奉
納
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
市
も

立
つ
よ
う
に
な
り
、
「
酉
の
市
」
ま
た
は
「
酉
の
待
」

と
呼
ば
れ
、
そ
こ
で
農
具
を
売
っ
た
と
こ
ろ
、
水
商

売
の
人
々
の
間
に
、
金
銀
を
か
き
集
め
る
縁
起
に
関

係
づ
け
て
熊
手
が
人
気
を
博
し
、
酉
の
市
と
熊
手
と

の
結
び
つ
き
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
江

戸
市
民
の
参
詣
も
多
く
な
り
、
江
戸
か
ら
花
畑
へ
行

く
に
は
舟
を
利
用
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
舟
の
中
で

さ
か
ん
に
賭
事
を
や
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
安

永
5
年
二
七
七
六
）
に
幕
府
か
ら
、
こ
の
舟
の
中

の
賭
事
を
厳
禁
す
る
と
命
じ
ら
れ
た
の
で
、
花
畑
の

お
酉
様
は
さ
び
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

花
畑
の
次
に
繁
昌
し
た
の
は
浅
草
タ
ン
ボ
即
ち
台

東
区
千
束
（
竜
泉
寺
町
）
の
鷲
神
社
で
あ
る
。
こ
こ

は
新
書
原
の
裏
に
あ
っ
て
、
吉
原
に
出
入
す
る
人
々

や
、
市
中
の
人
た
ち
が
多
く
参
詣
す
る
の
で
賑
わ
っ

た
。
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
東
京
都
』
・
『
平
凡
社

大
百
科
事
典
』
・
練
馬
郷
土
史
研
究
5
9
号
所
収
、
三
輪

善
之
助
「
お
酉
さ
ま
」
）

明
治
以
後
は
千
束
の
鷲
神
社
の
他
に
、
深
川
富
岡

八
幡
と
新
宿
花
園
神
社
の
酉
の
市
が
賑
わ
っ
た
が
、

何
れ
も
盛
り
場
に
近
い
事
が
特
徴
で
あ
る
。

練
馬
大
鳥
神
社
の
酉
の
市
は
、
い
つ
頃
か
ら
行
わ

れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
由
緒
書
に
も
あ
る
通

り
、
農
村
の
人
た
ち
の
崇
敬
の
篤
か
っ
た
こ
と
は
た

し
か
で
あ
る
。
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
当
時
、
村
の
人

た
ち
に
と
っ
て
酉
の
市
は
、
楽
し
み
な
祭
り
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
年
の
酉
の
市
は
、
日
日
と
2
3
日
の
二
の
酉
ま
で

で
あ
る
。
三
の
酉
ま
で
あ
る
年
は
火
事
が
多
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
事

典
を
調
べ
て
み
た
が
、
ど
れ
も
俗
説
で
あ
る
と
し
か

述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
む
か
し
は
、
地
震
、
雷
、
火

事
、
親
父
は
怖
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で

も
火
事
は
最
も
怖
い
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
三
の
酉

は
、
い
わ
ば
「
火
の
用
心
」
　
の
た
め
の
い
ま
し
め
と

し
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

2

平
成
2
年
度
刊
行
物
売
上
げ
ベ
ス
ト
川

（
社
会
教
育
課
・
郷
土
資
料
室
）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 J頃位

練 練 古 ね 練 練 練 練 練 練 書
馬 馬 老 り 馬 馬 馬 馬 馬 馬
の を 聞 ま の の の の を の

籍

名

民 開 ∃宣
日 の 石

寺 神 寺 往
l∃∃家 しヽ 土日二【∃ 造 院 社

改
言丁
版

院 く 士
と
屋
≡敷
≠森

た
人
々

‘ぎ
な
し

物
l
神
社
総
集
編
l

ⅠⅠ

改
言丁
版

Ⅰ

改
言丁
版

〕家

150 150 200 800 粗00 100 100 100 200 100円
金
額

28 34 46 47 53 56 57 62 75 諾 冊数

9 12 14 6 新 4 2 3 1 16
相即咋
位年
度
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地
名
は
大
切
な
文
化
遺
産
文
化
財
保
護
推
進
員
　
桑
島
　
新
一

全
国
に
石
神
（
い
し
か
み
・
い
し
が
み
）
と
い
う

地
名
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
「
石
神
井
（
シ

ヤ
ク
ジ
⊥
」
と
よ
ぶ
の
は
こ
こ
き
り
あ
り
ま
せ
ん
。
）

ち
な
み
に
「
練
馬
」
と
い
う
地
名
も
全
国
唯
一
で
す
。

石
神
井
の
地
名
の
起
こ
り
は
、
石
神
井
神
社
の
御

神
体
「
石
神
様
」
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
石
神
様
は
す
ぐ
近
く
の
「
石
神
の
井
戸
」
（
石
神

井
町
4
－
空
か
ら
出
現
し
た
と
い
い
ま
す
。

む
か
し
神
社
の
境
内
に
隣
接
す
る
農
家
の
敷
地
内

に
あ
っ
た
井
戸
は
、
今
は
住
宅
街
の
真
ん
中
に
な
っ

て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
は
、
井
戸
の
上
屋
を
建

て
た
り
、
周
り
を
整
備
し
た
り
、
心
を
込
め
て
井
戸

を
守
っ
て
い
ま
す
。

石
神
井
の
地
名
の
語
源
を
知
っ
て
い
る
人
は
大
勢

い
ま
す
が
、
こ
の
井
戸
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
財
保
護
推
進
員
の
林
勇
氏

は
、
区
民
の
方
々
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、

よ
り
良
い
環
境
で
保
存
保
護
が
出
来
る
よ
う
地
元
の

ハ
エ
駆
除
に
は
、
蝿
叩
き
、
蝿
取
り
紙
な
ど
、
様

様
を
も
の
が
考
案
さ
れ
て
い
る
。

回転式ハエトリ器

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
「
回
転
式
ハ
エ
と
り
器
」

で
あ
る
。
ネ
ジ
を
ま
く
と
、
茶
筒
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
を

し
た
円
筒
が
ゆ
っ
く
り
回
り
出
す
。
こ
の
筒
に
ハ
エ

の
好
物
を
塗
っ
て
お
く
と
飛
ん
で
き
て
と
ま
る
が
、

ハ
エ
は
円
筒
が
回
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
夢

中
で
食
べ
て
い
る
う
ち
に
筒
が
回
っ
て
下
向
き
に
な

り
、
捕
虫
箱
に
落
ち
て
し
ま
う
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
る
。

動
く
仕
組
み
は
、
ゼ
ン
マ
イ
時
計
と
同
じ
で
な
か

な
か
精
巧
に
で
き
て
い
る
。
筒
に
砂
糖
と
酢
を
ま
ぜ

て
塗
っ
て
お
く
と
、
よ
く
ハ
エ
が
と
れ
た
と
い
う
。

ネ
ジ
は
l
回
ま
く
と
3
時
間
は
も
つ
。
本
重
収
蔵
品

の
な
か
で
も
、
遊
び
心
の
感
じ
ら
れ
る
微
笑
ま
し
い

生
活
用
具
で
あ
る
。

人
た
ち
と
共
に
う
っ
た
え
て
い
ま
す
。

石
神
井
の
地
名
が
初
め
て
歴
史
の
上
に
記
さ
れ
る

の
は
、
今
か
ら
五
百
年
以
上
遡
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど

遠
い
祖
先
か
ら
受
継
い
だ
地
名
と
遺
跡
な
の
で
す
。

笹
目
通
り
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
）
は
石
神
井
川

を
長
光
寺
橋
で
渡
り
ま
す
。
橋
の
北
語
に
区
立
長
光

寺
橋
公
園
が
あ
り
ま
す
。

長
光
寺
と
は
昔
の
地
名
で
、
い
ま
近
く
に
長
光
寺

と
い
う
お
寺
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和

七
年
ま
で
あ
っ
た
旧
田
中
村
の
小
字
名
で
す
。

江
戸
時
代
の
地
誌
に
も
明
治
時
代
の
記
録
に
も

長
光
寺
と
い
う
名
の
お
寺
の
こ
と
は
書
い
て
あ
り
ま

せ
ん
。
チ
ョ
ウ
コ
ウ
ジ
は
仮
に
漢
字
を
当
て
た
だ
け

で
、
実
は
違
う
意
味
が
あ
る
地
名
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
意
見
さ
え
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
文
化
財
保
護
推
進
員
の
岩
崎
美

智
子
氏
の
調
査
で
、
長
光
寺
と
い
う
お
寺
が
実
在
し

た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
本
堂
や
、
墓
地
の
在
っ
た

場
所
も
、
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。
何
か
の
原
因
で
、

幕
末
か
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
お

寺
の
名
を
と
っ
て
村
の
小
字
に
し
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
な
ど
も
地
名
が
残
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
隠

れ
た
歴
史
の
一
端
が
う
か
が
え
る
い
い
例
で
す
。

地
名
は
故
意
に
無
く
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
永
久

に
残
る
は
ず
で
す
。
地
名
は
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

区
内
の
古
い
地
名
や
由
来
を
記
録
し
、
保
有
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
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lI

あ
る
石
仏
の
話

関
町
北
4
丁
目
、
日
蓮
宗
法
耀
山
本
立
寺
の
山
門

を
入
る
と
参
道
左
側
に
、
数
基
の
石
仏
が
並
ん
で

い
る
。
一
番
手
前
の
石
仏
は
像
高
6
0
c
m
程
の
行
者
像

で
、
「
て
ん
ば
の
吉
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
像
の

経
緯
を
次
の
様
に
ご
住
職
及
び
、
熱
心
に
石
仏
調
査

を
し
た
檀
家
の
荒
幡
氏
か
ら
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で

お
話
し
致
し
ま
す
。

明
治
の
初
め
頃
、
関
村
の
附
近
に
書
五
郎
と
言
う

人
が
居
り
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
家
は
青
梅
街
道
筋

の
出
店
（
上
石
神
井
村
）
あ
た
り
と
い
う
人
も
あ
れ

ば
、
竹
下
だ
っ
た
と
い
う
人
も
居
り
、
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。
又
何
を
し
て
い
る
人
か
も

誰
一
人
知
っ
て
い
る
者
は
い
な
い
。
物
も
ら
い
だ
っ

た
と
い
う
人
も
又
易
を
見
る
人
だ
っ
た
と
も
古
老
は

い
う
。
姿
を
見
る
と
6
0
オ
位
に
見
え
、
留
に
結
ん
で

福
々
し
い
顔
を
し
て
何
時
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。

毎
日
の
よ
う
に
寺
に
も
顔
を
見
せ
て
い
た
。
吉
五

郎
は
子
供
が
大
好
き
で
幼
い
子
供
を
特
に
可
愛
い
が

り
何
れ
の
子
供
も
別
け
隔
て
な
く
愛
し
て
い
た
。
弱

い
子
供
は
吉
五
郎
に
抱
か
れ
る
と
何
時
の
間
に
か
丈

夫
に
育
つ
と
い
う
。
そ
の
こ
と
が
い
つ
の
ま
に
か
世

間
に
広
ま
り
、
身
体
の
弱
い
子
供
を
持
つ
親
や
、
乳

児
の
親
か
ら
も
、
子
供
を
抱
い
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
吉
五
郎
に
抱
か
れ
た
子

供
は
誰
れ
も
丈
夫
に
育
っ
て
い
っ
た
。
俗
名
子
青
書

五
郎
は
村
人
か
ら
鬼
子
母
神
の
様
に
尊
め
ら
れ
た
。

子
青
書
五
郎
は
明
治
2
1
年
1
月
5
日
死
去
し
た
。

あ
る
檀
徒
の
方
が
願
主
と
な
っ
て
本
立
寺
旧
本
堂
西

側
の
鬼
子
母
神
堂
前
に
石
像
を
建
て
供
養
し
た
。

昭
和
4

1
年
本
堂
建
て
替
え
の
頃
鬼
子
母
神
堂
が
取

り
こ
わ
さ
れ
石
像
は
本
堂
前
に
移
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
現
在
地
に
移
転
、
今
で
も
山
門
を
入
っ
て
参
詣
に

来
る
子
供
達
を
、
丈
夫
に
育
つ
様
静
か
に
見
守
っ
て

い
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
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井
口
敏

長
命
寺
へ
の
道

江
戸
時
代
中
期
以
後
、
弘
法
大
師
霊
場
御
府
内
八

十
八
箇
所
巡
り
が
庶
民
の
間
で
信
仰
と
行
楽
を
兼
ね

て
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
練
馬
区
に
は
八
十
八
箇

所
の
う
ち
南
蔵
院
、
長
命
寺
、
三
宝
寺
が
あ
り
ま
す
。

南
蔵
院
か
ら
長
命
寺
へ
向
う
道
に
は
昔
か
ら
の
道
が

残
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
道
を
紹
介

し
か
す
。

富
士
見
台
駅
南
口
の
前
を
通
っ
て
い
る
道
を
西
に

向
か
い
、
工
進
精
工
所
の
踏
切
で
北
に
渡
り
ま
す
。

二
又
で
左
の
線
路
に
沿
っ
た
道
を
と
り
ま
す
。
左
手

に
見
え
る
ガ
ー
ド
か
ら
1
0
0
メ
ー
ト
ル
程
西
方
に
、
昔

は
踏
切
が
あ
っ
て
斜
め
に
南
に
渡
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
踏
切
が
な
い
の
で
次
の
踏
切
を
渡
り
ま
す
。
商

店
街
を
下
り
、
石
神
井
農
協
富
士
見
台
支
店
の
手
前

で
右
に
曲
り
ま
す
。
西
武
線
高
架
を
く
ぐ
り
、
多
少

左
に
カ
ー
ブ
し
て
い
る
道
を
進
み
ま
す
。
稲
荷
神
社

の
角
で
左
に
曲
り
ま
す
。
右
角
に
は
宝
永
6
年
二

七
〇
九
）
に
建
て
ら
れ
た
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。
神

社
の
角
に
長
命
寺
へ
の
石
の
道
標
が
以
前
は
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
石
神
井
川
を
富
士
見
橋
で
渡
り
ま
す
。

十
字
路
を
右
に
曲
り
、
区
立
石
神
井
東
中
学
校
の
東

側
を
通
り
、
校
地
の
角
を
左
に
曲
り
ま
す
。
坂
を
上

る
と
正
面
を
横
切
る
笹
目
通
り
の
向
う
に
長
命
寺
の

東
門
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
2
0
年
代
ま
で
、
三
の
道
を
通
る
遍
路
の
人
々

を
見
か
け
た
そ
う
で
す
。
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
き
た

古
道
を
、
昔
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
い
て
み
る
の

も
一
興
か
と
思
い
ま
す
。
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岩
崎
　
美
智
子
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